
⑤
平
和
と
民
主
主
義
、⑥
組
織

拡
大
・
強
化
の
６
つ
で
、
２
日

目
に
分
科
会
討
論
を
行
い
ま
し

た
。

　

全
体
会
で
の
ま
と
め
発
言
で

は
分
科
会
テ
ー
マ
毎
に
、
話
し

合
っ
た
課
題
や
決
意
が
語
ら
れ

ま
し
た
。
賃
金
課
題
で
は
「
生

活
給
」
確
保
の
視
点
か
ら
、
社

会
的
な
賃
上
げ
情
勢
に
乗
り
損

ね
な
い
よ
う
に
。「
働
く
ル
ー

ル
」
で
は
、「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」

を
な
く
し
、
長
時
間
労
働
を
是

正
、
夜
勤
を
減
ら
し
て
い
く
中

で
、
増
員
に
繋
げ
て
、「
健
康

で
文
化
的
な
生
活
（
憲
法
25

条
）」
が
で
き
る
職
場
を
つ
く

っ
て
い
く
。
病
院
の
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
を
質
し
な
が
ら
、
労
組
の

要
求
を
対
峙
さ
せ
て
い
こ
う
。

平
和
で
あ
っ
て
こ
そ
医
療
や
生

活
も
充
実
で
き
る
、「
９
条
改

憲
さ
せ
な
い
」
世
論
づ
く
り
が

大
事
。
組
織
強
化
に
は
、「
繰

り
返
し
の
学
習
」や
「
見
え
る
・

見
せ
る
」
労
働
組
合
活
動
が
大

事
な
ど
。
紙
面
に
は
紹
介
し
き

れ
な
い
多
彩
な
内
容
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

要
求
実
現
に
は
、
組
合
員
一

人
ひ
と
り
の
力
が
必
要
で
す
。

執
行
部
を
先
頭
に
、
多
く
の
仲

間
と
と
も
に
声
を
出
し
、
動
い

て
、
諸
要
求
を
獲
得
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

地
域
の
将
来
構
想
を

み
ん
な
で
考
え
る

　

記
念
講
演
で
は
、
産
業
医
科

大
学
の
松
田
晋
哉
教
授
を
お
呼

び
し
、「
地
域
医
療
構
想
の
こ

れ
か
ら
」
と
題
し
て
、
お
話
頂

き
ま
し
た
。
先
生
は
、「
地
域

医
療
構
想
は
地
域
の
医
療
・
介

護
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
地
域
で

考
え
て
い
く
べ
き
も
の
。
地
域

の
人
口
構
成
や
疾
病
構

造
が
確
実
に
変
化
し
て

い
く
中
で
、
病
院
の
役

割
も
変
化
し
て
い
か
ざ

る
を
得
な
い
。
ま
た
医

師
確
保
で
は
特
に
女
医

が
４
割
を
占
め
て
い
く

中
で
、
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
地
域
づ
く

り
が
で
き
る
か
ど
う
か

で
、
地
域
の
盛
衰
が
変

わ
って
く
る
」
な
ど
と
今

後
の
課
題
を
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
同
大
学
公
衆

衛
生
学
教
室
の
ペ
ー
ジ

（https://sites.google.c
om
/site/pm

chuoeh/

）

に
は
、「
患
者
推
計
ソ

フ
ト
」
や
全
国
の
デ
ー

タ
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お

り
、「
自
ら
の
地
域
が

ど
う
い
う
変
化
を
し
て

い
く
か
を
見
て
考
え
て

欲
し
い
」、「
こ
れ
ま
で
の
一
次
・

二
次
・
三
次
医
療
と
言
っ
た
階

層
モ
デ
ル
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

モ
デ
ル
へ
地
域
連
携
を
進
め
て

い
く
こ
と
（
図
）
が
大
事
」
だ

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

様
々
な
課
題
も

み
ん
な
で
話
し
合
っ
て

　

昨
年
の
集
会
か
ら
分
科
会
討

論
を
始
め
ま
し
た
が
、
今
年
は

春
闘
方
針
の
大
き
な
柱
、①
賃

金
闘
争
、②
サ
ー
ビ
ス
残
業
改

善
な
ど
の
「
働
く
ル
ー
ル
」
づ

く
り
、③
諸
要
求
の
改
善
、④
地

域
医
療
・
厚
生
連
医
療
を
守
る
、

これまでとは違うぞ！と思いを込めたガンバロウ三唱

健
康
で
文
化
的
な
生
活
が

お
く
れ
る
職
場・社
会
へ

健
康
で
文
化
的
な
生
活
が

お
く
れ
る
職
場・社
会
へ

健
康
で
文
化
的
な
生
活
が

お
く
れ
る
職
場・社
会
へ

18春闘
　
全
厚
労
は
、
１
月
19
〜
20
日
、
ホ
テ
ル
平
安
の
森
・
京
都
に
て
「
18
春
闘
討
論
集

会
（
拡
大
中
央
委
員
会
）」を
19
県
１
１
６
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。診
療
報
酬
・

介
護
報
酬
同
時
改
定
や
「
地
域
医
療
構
想
」
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
労
働
者
の
生
活

と
権
利
、地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
、18
春
闘
を
た
た
か
う
決
意
を
固
め
合
い
ま
し
た
。

　

全
厚
労
女
性
委
員
会
は
、
６
〜
７

月
の
「
母
性
保
護
月
間
」
に
合
わ
せ

て
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
・
配
布
し
て
き

ま
し
た
。
今
年
度
、
委
員
会
の
活
動

が
制
限
さ
れ
る
中
で
、
組
合
員
が
積

極
的
に
参
加
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

デ
ザ
イ
ン
原
画
を
公
募
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

次
の
要
項
で
、
イ
ラ
ス
ト
を
募
集

原画イラスト大募集原画イラスト大募集

し
ま
す
の
で
、
男
女
問
わ
ず
積
極
的

な
応
募
を
呼
び
か
け
ま
す
。
こ
の
コ

ン
ク
ー
ル
を
機
に
、
母
性
保
護
の
権

利
取
得
に
つ
な
が
る
よ
う
運
動
を
強

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
是
非
と
も
多

く
の
方
に
広
め
て
頂
き
、「
女
性
の

権
利
」
を
始
め
、「
働
く
ル
ー
ル
」

の
あ
る
職
場
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

過
去
採
用
さ
れ
た

イ
ラ
ス
ト
の
一
部

2014年

2015年 2017年

記
「母性保護月間」ポスター・イラスト原画の募集
①女性の権利や母性保護をイメージするイラスト
（カラー）
着色は水彩画でも色鉛筆等でも構いませんが、コン
トラストのある方がポスター向きです。
②サイズは、A4以上、A3まで。応募点数には制限
はありません。
イラストに折り目が付かないように厚紙や段ボール
で保護して送付下さい。
③各県で応募をまとめて送るようにお願いします。
④選考は、３月26日に開催する「女性代表者会議」
で厳正審査を行います。
⑤応募者全員に「共済クオカード」、採用者・次点
者に「復興支援カタログギフト」を贈呈（採用者
１万２千円相当）する予定です

母性保護月間ポスター

締切３月23日（全厚労本部必着）

全厚労  母性保護ポスターコンクール  事務局問合せ

【1面】18春闘討論集会、母性保護ポスター
【2面】18春闘の要求と課題
【3面】西日本ブロック春闘討論集会

青年委員会、看護要求実現集会
http://www.zenkouro.org/

東京都台東区入谷
１－９－５
０３－３８７４－３５９１
０３－３８７４－３５９３

〒110-
0013
ＴＥＬ
ＦＡＸ

今号のわだい今号のわだい今号のわだい

（1） 2018年２月20日 第454号全 厚 労 ニ ュ ー ス



３つのテーマで分散討論を行った

良
い
看
護
が
し
た
い
！
と
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

い
つ
も
よ
り
真
剣
な
会
議
と
な
り
ま
し
た

必
至
と
な
り
、
強
い
て
は
過

労
死
認
定
や
裁
判
に
も
悪
影

響
を
及
ぼ
す
。
政
府
案
を
理

由
に
、
36
協
定
の
時
間
引
き

上
げ
を
提
案
す
る
経
営
者
も

出
て
く
る
可
能
性
も
あ
る
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
医
師
を
増
や
さ
ず
に
、

過
酷
な
勤
務
の
看
護
師
に
さ

ら
な
る
業
務
拡
大
を
求
め
た

特
定
行
為
に
つ
い
て
も
生
産

性
向
上
と
い
う
観
点
か
ら
話

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
現

場
の
実
態
・
要
求
か
ら
、
か

け
離
れ
た
対
策
で
あ
り
、
講

演
で
の
「
働
き
方
改
革
は
劇

薬
を
含
ん
で
い
る
」
と
い
う

言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

団
結
を
力
に

　

特
別
報
告
で
は
高
知
よ
り

「
高
知
の
現
状
」、
広
島
よ
り

「
地
域
職
員
と
週
休
３
日
制
」

に
つ
い
て
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

高
知
で
の
二
交
代
制
勤
務
導

入
ま
で
の
経
過
・
現
状
が
報

告
さ
れ
、
広
島
の
地
域
職
員

と
週
休
３
日
制
で
は
そ
れ
ぞ

れ
の
交
渉
前
後
で
の
比
較
や

ょ
う
！
」
と
挨
拶
。
全
厚
労

松
尾
晃
書
記
長
よ
り
春
闘
方

針
と
し
て
、
春
闘
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
「
西
ブ
ロ
で
も
、
昨

年
よ
り
若
干
生
活
苦
を
感
じ

て
い
る
人
が
増
え
て
い
る
。
賃

金
不
足
は
平
均
約
４
万
円
」

等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

「
働
き
方
改
革
」現
場
で
は

　

日
本
医
労
連
三
浦
宣
子
中

央
副
執
行
委
員
長
か
ら

「『
働
き
方
改
革
』
で
医
療
・

介
護
の
働
き
方
は
ど
う
な

る
？
」
と
題
し
、

講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

働
き
方
改
革
内

の
高
度
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

制
度
や
裁
量
労

働
の
拡
大
、
生

産
性
向
上
等
の

問
題
点
が
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
労

働
時
間
の
規
制

が
な
く
な
れ
ば

長
時
間
労
働
が

職
場
の
声
を
要
求
に

　

西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
18
春
闘

討
論
集
会
を
２
月
３
〜
４
日
、

香
川
・
高
松
国
際
ホ
テ
ル
で

行
い
ま
し
た
。
参
加
は
西
日

本
ブ
ロ
ッ
ク
６
県
に
＋
鹿
児

島
、
講
師
も
含
め
総
勢
約
１

１
０
名
。
最
初
に
広
厚
労
岩

本
一
宏
執
行
委
員
長
が
「
熱

い
議
論
で
、
今
年
が
ダ
メ
で

も
来
年
、
再
来
年
と
組
合
員

が
要
望
し
て
い
る
こ
と
を
組

み
取
り
要
求
し
て
い
き
ま
し

若
手
職
員
」
の
離
職
に
つ
い

て
、
青
年
部
の
企
画
や
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
仲
間
を
繋
い

で
い
く
こ
と
の
重
要
さ
を
話

し
合
い
ま
し
た
。Ｋ‘

ｓ
秋
田

で
の
コ
ン
セ
プ
ト
も「
仲
間
づ

く
り
」を
意
識
し
、テ
ー
マ

を
「
秋
田
だ
よ
！！
全
員
集
合

　

１
月
27
日
〜
28
日
、東
京
・

医
療
労
働
会
館
に
て
第
１
回

青
年
委
員
会
を
開
催
。
各
県

青
年
部
で
の
取
り
組
み
報
告

や
Ｋ‘

ｓ
秋
田
に
向
け
て
の

準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　

各
県
報
告
で
は
「
交
流
が

な
く
、
相
談
相
手
の
い
な
い

　

仲
間
づ
く
り
に
来
て
け

れ
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
他

に
も
秋
田
の
魅
力
・
歴
史
を

堪
能
で
き
る
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル

ツ
ア
ー
、
労
働
基
準
法
を
学

ぶ
学
習
企
画
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
等
に
つ
い
て
組
合
に
入

り
た
て
の
青
年
で
も
楽
し
め

る
よ
う
創
っ
て
い
こ
う
と
議

論
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
青
年
が
青
年
ら

し
く
、
全
国
に
仲
間
を
つ
く

れ
る
Ｋ‘

ｓ
を
目
指
し
、
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。　

　

講
演
で
は
北
海
道
Ｋ
Ｋ
Ｒ

札
幌
医
療
セ
ン
タ
ー
新
卒
看

護
師
過
労
死
裁
判
を
担
当
し

て
い
る
島
田
度
弁
護
士
が
、

裁
判
か
ら
見
え
て
く
る
医
療

現
場
の
問
題
点
や
、
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
と
の
類
似
性
を
指
摘
。

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
特
徴
と
し

て
、
仕
事
の
責
任
を
「
出
来

な
い
の
は
貴
方
の
せ
い
」「
半

人
前
だ
か
ら
」
と
労
働
者
に

お
わ
せ
、「
自
分
は
ま
だ
仕

事
を
教
わ
っ
て
い
る
立
場
だ

か
ら
残
業
代
は
請
求
で
き
な

い
」
と
思
わ
せ
る
こ
と
で
育

成
に
掛
か
る
コ
ス
ト
を
払
わ

ず
収
益
を
上
げ
て
い
る
こ
と
。

ま
た
長
時
間
労
働
を
強
要
し
、

そ
れ
に
耐
え
抜
い
た
従
業
員

が
よ
り
強
固
な
（
ブ
ラ
ッ

ク
）
企
業
文
化
を
つ
く
り
あ

げ
て
い
る
と
し
、Ｋ
Ｋ
Ｒ
札

幌
医
療
セ
ン
タ
ー
で
も
残
業

代
不
払
い
を
「
こ
れ
が
当
た

り
前
」
と
す
る
職
場
風
土
が
、

新
人
を
押
さ
え
つ
け
て
い
る

構
造
に
あ
っ
た
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

過
労
死
と
い
う
悲
劇
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
一

人
ひ
と
り
が

出
来
る
こ
と

は
時
間
外
や

有
休
に
つ
い

て
労
働
基
準
法
を
知
り
、
自

身
の
体
調
を
知
り
、
無
理
せ

ず
ち
ゃ
ん
と
弱
音
を
吐
く
こ

と
。
労
働
組
合
な
ど
の
集
団

的
取
り
組
み
で
は
、
お
金
目

当
て
で
な
く
職
員
の
命
と
健

康
を
守
る
取
り
組
み
と
し
て

残
業
代
を
き
ち
ん
と
支
払
わ

せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

各
分
科
会
・
分
散
会
の
報

　前号（453号）4面「病院と地域を結ぶ『住民の会』
結成にむけて」発言内容の記載に誤りがありました。
６段３行目
誤「診療明細断ると」
正「薬剤情報提供書断ると」
訂正して関係者・読者の皆様に深くお詫びいたします。

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

分
散
会
で
は
①
賃
金
と
ベ

ア
、②
看
護
師
を
中
心
と
し

た
労
働
条
件
、③
労
働
基
準

法
を
中
心
に
法
規
制
（
時
間

外
労
働
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

主
な
内
容
）
に
わ
か
れ
各
テ

ー
ブ
ル
事
に
話
し
ま
し
た
。

全
体
の
ま
と
め
で
は
、『
西

ブ
ロ
の
統
一
要
求
と
し
て
、

18
春
闘
は
定
昇
こ
み
１
万
円

以
上
を
か
か
げ
闘
い
ま
し
ょ

う
！
』
と
し
ま
し
た
。
最
後

に
山
厚
労
松
田
純
一
副
中
央

執
行
委
員
長
か
ら
「
今
年
は

明
治
維
新
か
ら
１
５
０
年
、

み
ん
な
で
ま
と
ま
り
、
さ
ら

に
西
ブ
ロ
を
発
展
さ
せ
変
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
！
」
と
力

強
い
言
葉
が
あ
り
集
会
は
無

事
閉
会
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
取
り
巻
く
環
境

が
変
化
し
て
い
く
中
で
、
こ

の
春
闘
討
論
集
会
で
学
び
、

得
た
こ
と
を
18
春
闘
に
活
か

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
教
宣
部　

友
枝
論
志
）

告
で
は
、
講
演
を
聞
き
、
他

病
院
の
実
状
を
知
っ
た
こ
と

で
タ
イ
ム
カ
ー
ド
導
入
・
実

効
あ
る
夜
勤
協
定
の
締
結
を

目
指
す
声
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。
最
後
に
医
労
連
森
田

進
書
記
長
が
３
月
の
中
央
要

請
行
動
に
む
け
夜
勤
改
善
・

大
幅
増
員
署
名
の
ラ
ス
ト
ス

パ
ー
ト
を
呼
び
か
け
、
閉
会

し
ま
し
た
。

【前号の訂正とお詫び】

　
日
本
医
労
連
は
２
月
７
〜
８
日
、
滋
賀
ア
ヤ
ハ
レ
ー
ク
サ
イ
ド
に
て
看
護

要
求
実
現
全
国
交
流
集
会
を
開
催
。
日
本
海
側
で
の
大
雪
の
影
響
を
う
け
急

遽
参
加
で
き
な
い
県
も
出
る
な
か
、
４
全
国
組
合
34
県
１
２
７
名
が
、
分
科

会
・
分
散
会
に
わ
か
れ
実
践
を
交
え
た
学
習
や
働
く
ル
ー
ル
、
職
場
で
の
夜

勤
・
時
間
外
労
働
の
問
題
や
解
決
策
に
つ
い
て
学
び
、
交
流
し
ま
し
た
。

日
本
医
労
連・看
護
要
求
実
現
交
流
集
会

不
足
額
は
５
万
円
が
最
多

　

18
春
闘
で
医
労
連
は
、
医

療
産
別
要
求
と
し
て
「
月
額

平
均
４
万
円
以
上
」
を
統
一

要
求
と
し
て
い
ま
す
。
全
厚

労
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
中

間
集
計
８
県
分
）
で
は
、
賃

上
げ
要
求
額
は
月
給
者
２
８
、

３
６
９
円
で
す
が
、
生
活
実

感
か
ら
の
不
足
額
は
５
万
円

が
31
・
６
％
で
最
多
、
賃
金

不
足
額
の
平
均
は
４
０
、５

７
０
円
と
な
り
、
４
万
円
以

上
賃
金
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。
さ
ら
に
、

生
活
実
感
に
つ
い
て
は
、「
か

な
り
苦
し
い
」12
・
５
％
、「
や

や
苦
し
い
」
41
・
０
％
を
併

せ
る
と
、
53
・
５
％
で
、
回

答
者
の
半
数
以
上
が
苦
し
い

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

負
担
に
感
じ
て
い
る
支
出
で

は
、「
住
居
費
」
26
・
９
％
、

「
税
・
社
会
保
険
料
」20
・
０
％
、

「
学
費
」
18
・
１
％
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
苦
し
い

背
景
に
は
こ
れ
ら
日
本
の
高

い
国
民
負
担
が
あ
る
事
が
わ

か
り
ま
す
。

　

要
求
額
を
昨
年
と
比
較
す

る
と
、
１
万
以
下
の
要
求
は

減
少
し
、
２
万
円
か
ら
10
万

円
以
上
の
要
求
が
増
え
、
生

活
実
態
と
賃
金
に
大
き
な
乖

離
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
表

れ
て
い
ま
す
。

９
割
超
が
慢
性
疲
労

　

身
体
の
疲
労
度
で
は
、「
と

て
も
疲
れ
る
」49
・
０
％
、「
や

や
疲
れ
る
」
45
・
５
％
。
併

せ
る
と
９
割
以
上
が
慢
性
疲

労
の
状
態
で
働
い
て
い
る
事

が
わ
か
り
ま
す
。
時
間
外
労

働
で
は
、「
50
時
間
〜
80
時

間
未
満
」
が
２
・
６
％
、「
80

時
間
以
上
」
が
０
・
８
％
で

し
た
。「
村
上
優
子
さ
ん
裁

判
」
で
は
時
間
外
が
月
60
時

間
程
度
で
あ
っ
て
も
過
労
死

認
定
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
２
つ
を
合
わ
せ
た
３
・

４
％
も
の
人
が
過
労
死
ラ
イ

ン
を
超
え
て
働
い
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
明

ら
か
に
36
協
定
１
ヶ
月
の
限

度
時
間
（
45
時
間
）
を
超
え

て
い
ま
す
。
過
労
死
ラ
イ
ン

越
え
労
働
、
法
律
違
反
を
早

急
に
改
善
さ
せ
る
こ
と
も
、

春
闘
で
の
重
要
な
課
題
で
す
。

同
じ
資
格
な
の
に

地
域
で
大
き
な
格
差

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
が
最
低

賃
金
を
15
ド
ル
（
１
６
２
０

円
：
２
月
９
日
現
在
）

に
引
き
上
げ
た
と
い

う
報
道
が
ま
だ
記
憶

に
新
し
い
で
す
が
、

最
低
賃
金
を
引
き
上

げ
よ
う
と
い
う
運
動

が
全
国
・
世
界
で
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

最
低
賃
金
と
は
、

各
県
ご
と
に
定
め
ら

れ
た
最
低
限
の
時
給

額
で
す
。
日
本
の
最

低
賃
金
の
過
重
平
均

は
８
４
８
円
。
１
日

８
時
間
、
月
20
日
働
い
て
も
、

月
14
万
、
年
収
で
１
６
３
万

円
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。
時

給
１
０
０
０
〜
１
５
０
０
円

の
他
の
先
進
諸
国
と
比
べ
る

と
日
本
の
最
低
賃
金
が
い
か

に
低
い
か
が
わ
か
り
ま
す

（
表
１
）。

　

こ
の
最
低
賃
金
に
は
地
域

格
差
が
あ
り
ま
す
。
表
２
は

医
療
・
福
祉
業
の
所
定
内
賃

金
と
地
域
別
最
低
賃
金
の
関

係
を
表
し
た
も
の
で
す
が
、

所
定
内
賃
金
の
格
差
が
最
低

賃
金
と
見
事
に
リ
ン
ク
し
て

い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
最
低
賃
金
の
地
域
格

差
が
賃
金
の
格
差
に
直
結
し

て
い
る
の
で
す
。
私
た
ち
の

賃
金
の
相
場
は
そ
の
地
域
の

賃
金
相
場
に
深
く
関
連
し
、

そ
し
て
そ
の
賃
金
相
場
は

「
最
低
賃
金
」
に
強
い
影
響

を
受
け
ま
す
。
同
じ
職
種
、

同
じ
資
格
を
持
っ
て
い
る
の

に
働
く
場
所
で
大
き
な
格
差

が
生
ま
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

最
賃
引
き
上
げ
で

地
域
の
過
疎
化
を

止
め
よ
う

　

17
年
の
改
定
で
、
最
賃
が

１
番
高
い
東
京
は
９
５
８
円
、

１
番
低
い
の
は
宮
崎
・
沖
縄

の
７
３
７
円
と
な
り
、
そ
の

差
は
２
２
１
円
。
10
年
前
と

比
べ
て
差
は
２
倍
以
上
に
広

が
り
、
月
額
で
４
万
円
、
年

額
で
42
万
円
も
の
差
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

日
本
医
労
連
２
０
１
７
年

度
賃
金
労
働
時
間
実
態
調
査

で
も
、
看
護
師
の
初
任
給
の

地
域
格
差
が
９
万
円
も
あ
る

事
が
わ
か
り
、
大
都
市
へ
の

人
口
流
出
に
拍
車
を
か
け
て

い
る
原
因
で
あ
る
こ
と
を
裏

付
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
安

い
人
件
費
で
の
黒
字
病
院
運

営
で
は
、
診
療
報
酬
も
上
が

ら
ず
悪
循
環
で
す
。

　

最
低
賃
金
の
大
幅
な
引
き

上
げ
を
求
め
る
運
動
は
、
私

た
ち
自
身
の
賃
金
を
引
き
上

げ
る
運
動
で
も
あ
り
ま
す
。

８
時
間
労
働
で
ふ
つ
う
に
暮

ら
す
た
め
に
、
今
す
ぐ
全
国

一
律
１
５
０
０
円
へ
の
引
き

上
げ
を
求
め
て
運
動
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

全厚労　2018年春闘　働くみんなの要求アンケート
（8県、17年との比較）

（表1）日本と欧米各国の最低賃金

（注）為替レートは三菱UFJ銀行2016年8月24日～31日時点
資料：全労連作成

（時間額・為替レート換算/円）
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（表2）医療・福祉業の所定内賃金と地域別最低賃金の関係（2016年度）
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厚労省2016年度賃金構造基本統計調査から日本医労連作成

最賃
所定内賃金

              2018年春闘         2017年春闘
職種 数値 ％ 数値 ％
（1）医師 70 1.1  87 1.2 
（2）医療技術職 1546 24.4  1434 19.8 
（3）看護職 3556 56.0  4412 60.8 
（4）事務職 517 8.1  524 7.2 
（5）技能・労務職（助手含む） 278 4.4  349 4.8 
（6）保育士 62 1.0  62 0.9 
（7）介護職 209 3.3  226 3.1 
（8）その他 87 1.4  128 1.8 
無回答 23 0.4  34 0.5 
合　計 6348 100.0  7256 100.0 
あなたの生活実感は次のうちどれに該当しますか。
最も近いものを選んでください
（1）かなり苦しい 795 12.5  1015 14.0 
（2）やや苦しい 2602 41.0  2971 40.9 
（3）まあまあだ 2682 42.2  2983 41.1 
（4）ややゆとりがある 241 3.8  254 3.5 
（5）かなりゆとりがある 25 0.4  21 0.3 
無回答 3 0.0  12 0.2 
合　計 6348 100.0  7256 100.0 
生活苦を感じる人（1+2）   53.5   54.9 
あなたの生活実感からは、月どれくらい
賃金が不足していますか
（1）余っている 109 1.7  110 1.5 
（2）ちょうどいい 792 12.5  893 12.3 
（3）１万円 230 3.6  217 3.0 
（4）２万円 521 8.2  558 7.7 
（5）３万円 1370 21.6  1560 21.5 
（6）４万円 266 4.2  281 3.9 
（7）５万円 2003 31.6  2360 32.5 
（8）６～７万円 399 6.3  516 7.1 
（9）８～９万円 152 2.4  160 2.2 
（10）10万円以上 490 7.7  573 7.9 
無回答 16 0.3  28 0.4 
合　計 6348 100.0  7256 100.0 
不足額平均   40,570  41,277 
あなたの生活実感からは、下記の中でどの項目を
一番負担に感じていますか？
（1）食費 1006 15.8   
（2）住居費 1705 26.9   
（3）水道・光熱費 141 2.2   
（4）医療・介護費 191 3.0   
（5）交通費（自動車の維持費も含む） 473 7.5   
（6)通信費 91 1.4   
（7）学費（教育費・研修・教材費・保育料） 1148 18.1   
（8）奨学金の返済 276 4.3   
（9）税・社会保険料 1269 20.0   
合　計 6348 100.0   
あなたは2018春闘で、月額いくらの賃上げを要求しますか
（1）５千円未満 126 2.0  195 2.8 
（2）５千円 390 6.3  586 8.5 
（3）１万円 1645 26.8  2005 29.2 
（4）２万円 1023 16.6  1072 15.6 
（5）３万円 1404 22.8  1407 20.5 
（6）４万円 130 2.1  107 1.6 
（7）５万円 983 16.0  1005 14.6 
（8）６～７万円 149 2.4  161 2.3 
（9）８～９万円 43 0.7  49 0.7 
（10）10万円以上 254 4.1  284 4.1 
合　計 6147 100.0  6871 100.0 
平均要求額         28,910  27,590
あなたは普段の仕事でどの程度身体が疲れますか
（1）とても疲れる 3112 49.0  3747 51.6 
（2）やや疲れる 2891 45.5  3149 43.4 
（3）あまり疲れない 235 3.7  248 3.4 
（4）まったく疲れない 31 0.5  18 0.2 
（5）どちらとも言えない 74 1.2  86 1.2 
無回答 5 0.1  8 0.1 
合　計 6348 100.0  7256 100.0 
慢性疲労状態（1+2）   94.6  　 95.0 
あなたの時間外労働は1ヶ月に
何時間程度ありますか（始業前も含む）
（1）ほとんどない 707 11.1  917  12.6 
（2）10時間未満 2156 34.0  2731  37.6 
（3)10時間～20時間未満 1646 25.9  1847  25.5 
（4)20時間～30時間未満 769 12.1  717  9.9 
（5)30時間～40時間未満 422 6.6  408  5.6 
（6)40時間～50時間未満 254 4.0  217 3.0 
（7）50時間～80時間未満 166 2.6  174 2.4 
（8）80時間以上 53 0.8  53 0.7 
（9）わからない 160 2.5  167 2.3 
無回答 15 0.2  25 0.3 
合　計 6348 100.0  7256 100.0 
36協定基準超～過労死水準（7+8） 3.4   3.1 
直近の１カ月間で、賃金不払いの時間外労働は
どの程度ありましたか
（1）ない 1799 28.3  2524 34.8 
（2）５時間未満 1445 22.8  1557 21.5 
（3）５時間～10時間未満 1125 17.7  1178 16.2 
（4）10時間～15時間未満 591 9.3  498 6.9 
（5）15時間～20時間未満 294 4.6  295 4.1 
（6）20時間～25時間未満 198 3.1  161 2.2 
（7）25時間～30時間未満 105 1.7  87 1.2 
（8）30時間以上 180 2.8  150 2.1 
（9）わからない 583 9.2  753 10.4 
無回答 28 0.4  53 0.7 
合　計 6348 100.0  7256 100.0 
不払い労働時間（回答者平均）   9.48   8.82 

　
２
０
１
８
春
闘
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。、
全
厚
労
春
闘
方
針
で
は
、
６

つ
の
柱
（
賃
金
・
働
き
方
・
諸
要
求･

厚
生
連
医
療･

平
和
と
民
主
主
義･

組

織
強
化
）
を
軸
に
春
闘
を
闘
い
ま
す
。
今
回
は
「
働
く
み
ん
な
の
要
求
ア
ン

ケ
ー
ト
（
中
間
集
計
の
８
県
分
）」
の
結
果
か
ら
見
ら
れ
る
実
態
と
要
求
の

特
徴
と
、
賃
金
底
上
げ
に
重
要
な
最
賃
運
動
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

18
春
闘「
働
き
方
」を
抜
本
的
に
改
善
し
よ
う
!!

18
春
闘「
働
き
方
」を
抜
本
的
に
改
善
し
よ
う
!!

西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
春
闘
討
論
集
会

西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
春
闘
討
論
集
会

医
療
現
場
、ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と
の
類
似
点

み
ん
な
で
ま
と
ま
り
変
え
て
い
こ
う

み
ん
な
で
ま
と
ま
り
変
え
て
い
こ
う

み
ん
な
で
ま
と
ま
り
変
え
て
い
こ
う

Ｋ‘

ｓ
秋
田
に
向
け
準
備
す
す
め
る

仲
間
づ
く
り
に
来
て
け
れ

仲
間
づ
く
り
に
来
て
け
れ

仲
間
づ
く
り
に
来
て
け
れ

（3） 2018年２月20日 第454号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2018年２月20日 第454号全 厚 労 ニ ュ ー ス



３つのテーマで分散討論を行った

良
い
看
護
が
し
た
い
！
と
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

い
つ
も
よ
り
真
剣
な
会
議
と
な
り
ま
し
た

必
至
と
な
り
、
強
い
て
は
過

労
死
認
定
や
裁
判
に
も
悪
影

響
を
及
ぼ
す
。
政
府
案
を
理

由
に
、
36
協
定
の
時
間
引
き

上
げ
を
提
案
す
る
経
営
者
も

出
て
く
る
可
能
性
も
あ
る
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
医
師
を
増
や
さ
ず
に
、

過
酷
な
勤
務
の
看
護
師
に
さ

ら
な
る
業
務
拡
大
を
求
め
た

特
定
行
為
に
つ
い
て
も
生
産

性
向
上
と
い
う
観
点
か
ら
話

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
現

場
の
実
態
・
要
求
か
ら
、
か

け
離
れ
た
対
策
で
あ
り
、
講

演
で
の
「
働
き
方
改
革
は
劇

薬
を
含
ん
で
い
る
」
と
い
う

言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

団
結
を
力
に

　

特
別
報
告
で
は
高
知
よ
り

「
高
知
の
現
状
」、
広
島
よ
り

「
地
域
職
員
と
週
休
３
日
制
」

に
つ
い
て
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

高
知
で
の
二
交
代
制
勤
務
導

入
ま
で
の
経
過
・
現
状
が
報

告
さ
れ
、
広
島
の
地
域
職
員

と
週
休
３
日
制
で
は
そ
れ
ぞ

れ
の
交
渉
前
後
で
の
比
較
や

ょ
う
！
」
と
挨
拶
。
全
厚
労

松
尾
晃
書
記
長
よ
り
春
闘
方

針
と
し
て
、
春
闘
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
「
西
ブ
ロ
で
も
、
昨

年
よ
り
若
干
生
活
苦
を
感
じ

て
い
る
人
が
増
え
て
い
る
。
賃

金
不
足
は
平
均
約
４
万
円
」

等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

「
働
き
方
改
革
」現
場
で
は

　

日
本
医
労
連
三
浦
宣
子
中

央
副
執
行
委
員
長
か
ら

「『
働
き
方
改
革
』
で
医
療
・

介
護
の
働
き
方
は
ど
う
な

る
？
」
と
題
し
、

講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

働
き
方
改
革
内

の
高
度
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

制
度
や
裁
量
労

働
の
拡
大
、
生

産
性
向
上
等
の

問
題
点
が
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
労

働
時
間
の
規
制

が
な
く
な
れ
ば

長
時
間
労
働
が

職
場
の
声
を
要
求
に

　

西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
18
春
闘

討
論
集
会
を
２
月
３
〜
４
日
、

香
川
・
高
松
国
際
ホ
テ
ル
で

行
い
ま
し
た
。
参
加
は
西
日

本
ブ
ロ
ッ
ク
６
県
に
＋
鹿
児

島
、
講
師
も
含
め
総
勢
約
１

１
０
名
。
最
初
に
広
厚
労
岩

本
一
宏
執
行
委
員
長
が
「
熱

い
議
論
で
、
今
年
が
ダ
メ
で

も
来
年
、
再
来
年
と
組
合
員

が
要
望
し
て
い
る
こ
と
を
組

み
取
り
要
求
し
て
い
き
ま
し

若
手
職
員
」
の
離
職
に
つ
い

て
、
青
年
部
の
企
画
や
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
仲
間
を
繋
い

で
い
く
こ
と
の
重
要
さ
を
話

し
合
い
ま
し
た
。Ｋ‘

ｓ
秋
田

で
の
コ
ン
セ
プ
ト
も「
仲
間
づ

く
り
」を
意
識
し
、テ
ー
マ

を
「
秋
田
だ
よ
！！
全
員
集
合

　

１
月
27
日
〜
28
日
、東
京
・

医
療
労
働
会
館
に
て
第
１
回

青
年
委
員
会
を
開
催
。
各
県

青
年
部
で
の
取
り
組
み
報
告

や
Ｋ‘

ｓ
秋
田
に
向
け
て
の

準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　

各
県
報
告
で
は
「
交
流
が

な
く
、
相
談
相
手
の
い
な
い

　

仲
間
づ
く
り
に
来
て
け

れ
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
他

に
も
秋
田
の
魅
力
・
歴
史
を

堪
能
で
き
る
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル

ツ
ア
ー
、
労
働
基
準
法
を
学

ぶ
学
習
企
画
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
等
に
つ
い
て
組
合
に
入

り
た
て
の
青
年
で
も
楽
し
め

る
よ
う
創
っ
て
い
こ
う
と
議

論
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
青
年
が
青
年
ら

し
く
、
全
国
に
仲
間
を
つ
く

れ
る
Ｋ‘

ｓ
を
目
指
し
、
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。　

　

講
演
で
は
北
海
道
Ｋ
Ｋ
Ｒ

札
幌
医
療
セ
ン
タ
ー
新
卒
看

護
師
過
労
死
裁
判
を
担
当
し

て
い
る
島
田
度
弁
護
士
が
、

裁
判
か
ら
見
え
て
く
る
医
療

現
場
の
問
題
点
や
、
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
と
の
類
似
性
を
指
摘
。

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
特
徴
と
し

て
、
仕
事
の
責
任
を
「
出
来

な
い
の
は
貴
方
の
せ
い
」「
半

人
前
だ
か
ら
」
と
労
働
者
に

お
わ
せ
、「
自
分
は
ま
だ
仕

事
を
教
わ
っ
て
い
る
立
場
だ

か
ら
残
業
代
は
請
求
で
き
な

い
」
と
思
わ
せ
る
こ
と
で
育

成
に
掛
か
る
コ
ス
ト
を
払
わ

ず
収
益
を
上
げ
て
い
る
こ
と
。

ま
た
長
時
間
労
働
を
強
要
し
、

そ
れ
に
耐
え
抜
い
た
従
業
員

が
よ
り
強
固
な
（
ブ
ラ
ッ

ク
）
企
業
文
化
を
つ
く
り
あ

げ
て
い
る
と
し
、Ｋ
Ｋ
Ｒ
札

幌
医
療
セ
ン
タ
ー
で
も
残
業

代
不
払
い
を
「
こ
れ
が
当
た

り
前
」
と
す
る
職
場
風
土
が
、

新
人
を
押
さ
え
つ
け
て
い
る

構
造
に
あ
っ
た
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

過
労
死
と
い
う
悲
劇
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
一

人
ひ
と
り
が

出
来
る
こ
と

は
時
間
外
や

有
休
に
つ
い

て
労
働
基
準
法
を
知
り
、
自

身
の
体
調
を
知
り
、
無
理
せ

ず
ち
ゃ
ん
と
弱
音
を
吐
く
こ

と
。
労
働
組
合
な
ど
の
集
団

的
取
り
組
み
で
は
、
お
金
目

当
て
で
な
く
職
員
の
命
と
健

康
を
守
る
取
り
組
み
と
し
て

残
業
代
を
き
ち
ん
と
支
払
わ

せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

各
分
科
会
・
分
散
会
の
報

　前号（453号）4面「病院と地域を結ぶ『住民の会』
結成にむけて」発言内容の記載に誤りがありました。
６段３行目
誤「診療明細断ると」
正「薬剤情報提供書断ると」
訂正して関係者・読者の皆様に深くお詫びいたします。

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

分
散
会
で
は
①
賃
金
と
ベ

ア
、②
看
護
師
を
中
心
と
し

た
労
働
条
件
、③
労
働
基
準

法
を
中
心
に
法
規
制
（
時
間

外
労
働
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

主
な
内
容
）
に
わ
か
れ
各
テ

ー
ブ
ル
事
に
話
し
ま
し
た
。

全
体
の
ま
と
め
で
は
、『
西

ブ
ロ
の
統
一
要
求
と
し
て
、

18
春
闘
は
定
昇
こ
み
１
万
円

以
上
を
か
か
げ
闘
い
ま
し
ょ

う
！
』
と
し
ま
し
た
。
最
後

に
山
厚
労
松
田
純
一
副
中
央

執
行
委
員
長
か
ら
「
今
年
は

明
治
維
新
か
ら
１
５
０
年
、

み
ん
な
で
ま
と
ま
り
、
さ
ら

に
西
ブ
ロ
を
発
展
さ
せ
変
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
！
」
と
力

強
い
言
葉
が
あ
り
集
会
は
無

事
閉
会
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
取
り
巻
く
環
境

が
変
化
し
て
い
く
中
で
、
こ

の
春
闘
討
論
集
会
で
学
び
、

得
た
こ
と
を
18
春
闘
に
活
か

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
教
宣
部　

友
枝
論
志
）

告
で
は
、
講
演
を
聞
き
、
他

病
院
の
実
状
を
知
っ
た
こ
と

で
タ
イ
ム
カ
ー
ド
導
入
・
実

効
あ
る
夜
勤
協
定
の
締
結
を

目
指
す
声
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。
最
後
に
医
労
連
森
田

進
書
記
長
が
３
月
の
中
央
要

請
行
動
に
む
け
夜
勤
改
善
・

大
幅
増
員
署
名
の
ラ
ス
ト
ス

パ
ー
ト
を
呼
び
か
け
、
閉
会

し
ま
し
た
。

【前号の訂正とお詫び】

　
日
本
医
労
連
は
２
月
７
〜
８
日
、
滋
賀
ア
ヤ
ハ
レ
ー
ク
サ
イ
ド
に
て
看
護

要
求
実
現
全
国
交
流
集
会
を
開
催
。
日
本
海
側
で
の
大
雪
の
影
響
を
う
け
急

遽
参
加
で
き
な
い
県
も
出
る
な
か
、
４
全
国
組
合
34
県
１
２
７
名
が
、
分
科

会
・
分
散
会
に
わ
か
れ
実
践
を
交
え
た
学
習
や
働
く
ル
ー
ル
、
職
場
で
の
夜

勤
・
時
間
外
労
働
の
問
題
や
解
決
策
に
つ
い
て
学
び
、
交
流
し
ま
し
た
。

日
本
医
労
連・看
護
要
求
実
現
交
流
集
会

不
足
額
は
５
万
円
が
最
多

　

18
春
闘
で
医
労
連
は
、
医

療
産
別
要
求
と
し
て
「
月
額

平
均
４
万
円
以
上
」
を
統
一

要
求
と
し
て
い
ま
す
。
全
厚

労
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
中

間
集
計
８
県
分
）
で
は
、
賃

上
げ
要
求
額
は
月
給
者
２
８
、

３
６
９
円
で
す
が
、
生
活
実

感
か
ら
の
不
足
額
は
５
万
円

が
31
・
６
％
で
最
多
、
賃
金

不
足
額
の
平
均
は
４
０
、５

７
０
円
と
な
り
、
４
万
円
以

上
賃
金
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。
さ
ら
に
、

生
活
実
感
に
つ
い
て
は
、「
か

な
り
苦
し
い
」12
・
５
％
、「
や

や
苦
し
い
」
41
・
０
％
を
併

せ
る
と
、
53
・
５
％
で
、
回

答
者
の
半
数
以
上
が
苦
し
い

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

負
担
に
感
じ
て
い
る
支
出
で

は
、「
住
居
費
」
26
・
９
％
、

「
税
・
社
会
保
険
料
」20
・
０
％
、

「
学
費
」
18
・
１
％
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
苦
し
い

背
景
に
は
こ
れ
ら
日
本
の
高

い
国
民
負
担
が
あ
る
事
が
わ

か
り
ま
す
。

　

要
求
額
を
昨
年
と
比
較
す

る
と
、
１
万
以
下
の
要
求
は

減
少
し
、
２
万
円
か
ら
10
万

円
以
上
の
要
求
が
増
え
、
生

活
実
態
と
賃
金
に
大
き
な
乖

離
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
表

れ
て
い
ま
す
。

９
割
超
が
慢
性
疲
労

　

身
体
の
疲
労
度
で
は
、「
と

て
も
疲
れ
る
」49
・
０
％
、「
や

や
疲
れ
る
」
45
・
５
％
。
併

せ
る
と
９
割
以
上
が
慢
性
疲

労
の
状
態
で
働
い
て
い
る
事

が
わ
か
り
ま
す
。
時
間
外
労

働
で
は
、「
50
時
間
〜
80
時

間
未
満
」
が
２
・
６
％
、「
80

時
間
以
上
」
が
０
・
８
％
で

し
た
。「
村
上
優
子
さ
ん
裁

判
」
で
は
時
間
外
が
月
60
時

間
程
度
で
あ
っ
て
も
過
労
死

認
定
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
２
つ
を
合
わ
せ
た
３
・

４
％
も
の
人
が
過
労
死
ラ
イ

ン
を
超
え
て
働
い
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
明

ら
か
に
36
協
定
１
ヶ
月
の
限

度
時
間
（
45
時
間
）
を
超
え

て
い
ま
す
。
過
労
死
ラ
イ
ン

越
え
労
働
、
法
律
違
反
を
早

急
に
改
善
さ
せ
る
こ
と
も
、

春
闘
で
の
重
要
な
課
題
で
す
。

同
じ
資
格
な
の
に

地
域
で
大
き
な
格
差

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
が
最
低

賃
金
を
15
ド
ル
（
１
６
２
０

円
：
２
月
９
日
現
在
）

に
引
き
上
げ
た
と
い

う
報
道
が
ま
だ
記
憶

に
新
し
い
で
す
が
、

最
低
賃
金
を
引
き
上

げ
よ
う
と
い
う
運
動

が
全
国
・
世
界
で
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

最
低
賃
金
と
は
、

各
県
ご
と
に
定
め
ら

れ
た
最
低
限
の
時
給

額
で
す
。
日
本
の
最

低
賃
金
の
過
重
平
均

は
８
４
８
円
。
１
日

８
時
間
、
月
20
日
働
い
て
も
、

月
14
万
、
年
収
で
１
６
３
万

円
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。
時

給
１
０
０
０
〜
１
５
０
０
円

の
他
の
先
進
諸
国
と
比
べ
る

と
日
本
の
最
低
賃
金
が
い
か

に
低
い
か
が
わ
か
り
ま
す

（
表
１
）。

　

こ
の
最
低
賃
金
に
は
地
域

格
差
が
あ
り
ま
す
。
表
２
は

医
療
・
福
祉
業
の
所
定
内
賃

金
と
地
域
別
最
低
賃
金
の
関

係
を
表
し
た
も
の
で
す
が
、

所
定
内
賃
金
の
格
差
が
最
低

賃
金
と
見
事
に
リ
ン
ク
し
て

い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
最
低
賃
金
の
地
域
格

差
が
賃
金
の
格
差
に
直
結
し

て
い
る
の
で
す
。
私
た
ち
の

賃
金
の
相
場
は
そ
の
地
域
の

賃
金
相
場
に
深
く
関
連
し
、

そ
し
て
そ
の
賃
金
相
場
は

「
最
低
賃
金
」
に
強
い
影
響

を
受
け
ま
す
。
同
じ
職
種
、

同
じ
資
格
を
持
っ
て
い
る
の

に
働
く
場
所
で
大
き
な
格
差

が
生
ま
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

最
賃
引
き
上
げ
で

地
域
の
過
疎
化
を

止
め
よ
う

　

17
年
の
改
定
で
、
最
賃
が

１
番
高
い
東
京
は
９
５
８
円
、

１
番
低
い
の
は
宮
崎
・
沖
縄

の
７
３
７
円
と
な
り
、
そ
の

差
は
２
２
１
円
。
10
年
前
と

比
べ
て
差
は
２
倍
以
上
に
広

が
り
、
月
額
で
４
万
円
、
年

額
で
42
万
円
も
の
差
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

日
本
医
労
連
２
０
１
７
年

度
賃
金
労
働
時
間
実
態
調
査

で
も
、
看
護
師
の
初
任
給
の

地
域
格
差
が
９
万
円
も
あ
る

事
が
わ
か
り
、
大
都
市
へ
の

人
口
流
出
に
拍
車
を
か
け
て

い
る
原
因
で
あ
る
こ
と
を
裏

付
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
安

い
人
件
費
で
の
黒
字
病
院
運

営
で
は
、
診
療
報
酬
も
上
が

ら
ず
悪
循
環
で
す
。

　

最
低
賃
金
の
大
幅
な
引
き

上
げ
を
求
め
る
運
動
は
、
私

た
ち
自
身
の
賃
金
を
引
き
上

げ
る
運
動
で
も
あ
り
ま
す
。

８
時
間
労
働
で
ふ
つ
う
に
暮

ら
す
た
め
に
、
今
す
ぐ
全
国

一
律
１
５
０
０
円
へ
の
引
き

上
げ
を
求
め
て
運
動
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

全厚労　2018年春闘　働くみんなの要求アンケート
（8県、17年との比較）

（表1）日本と欧米各国の最低賃金

（注）為替レートは三菱UFJ銀行2016年8月24日～31日時点
資料：全労連作成

（時間額・為替レート換算/円）
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（表2）医療・福祉業の所定内賃金と地域別最低賃金の関係（2016年度）
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厚労省2016年度賃金構造基本統計調査から日本医労連作成

最賃
所定内賃金

              2018年春闘         2017年春闘
職種 数値 ％ 数値 ％
（1）医師 70 1.1  87 1.2 
（2）医療技術職 1546 24.4  1434 19.8 
（3）看護職 3556 56.0  4412 60.8 
（4）事務職 517 8.1  524 7.2 
（5）技能・労務職（助手含む） 278 4.4  349 4.8 
（6）保育士 62 1.0  62 0.9 
（7）介護職 209 3.3  226 3.1 
（8）その他 87 1.4  128 1.8 
無回答 23 0.4  34 0.5 
合　計 6348 100.0  7256 100.0 
あなたの生活実感は次のうちどれに該当しますか。
最も近いものを選んでください
（1）かなり苦しい 795 12.5  1015 14.0 
（2）やや苦しい 2602 41.0  2971 40.9 
（3）まあまあだ 2682 42.2  2983 41.1 
（4）ややゆとりがある 241 3.8  254 3.5 
（5）かなりゆとりがある 25 0.4  21 0.3 
無回答 3 0.0  12 0.2 
合　計 6348 100.0  7256 100.0 
生活苦を感じる人（1+2）   53.5   54.9 
あなたの生活実感からは、月どれくらい
賃金が不足していますか
（1）余っている 109 1.7  110 1.5 
（2）ちょうどいい 792 12.5  893 12.3 
（3）１万円 230 3.6  217 3.0 
（4）２万円 521 8.2  558 7.7 
（5）３万円 1370 21.6  1560 21.5 
（6）４万円 266 4.2  281 3.9 
（7）５万円 2003 31.6  2360 32.5 
（8）６～７万円 399 6.3  516 7.1 
（9）８～９万円 152 2.4  160 2.2 
（10）10万円以上 490 7.7  573 7.9 
無回答 16 0.3  28 0.4 
合　計 6348 100.0  7256 100.0 
不足額平均   40,570  41,277 
あなたの生活実感からは、下記の中でどの項目を
一番負担に感じていますか？
（1）食費 1006 15.8   
（2）住居費 1705 26.9   
（3）水道・光熱費 141 2.2   
（4）医療・介護費 191 3.0   
（5）交通費（自動車の維持費も含む） 473 7.5   
（6)通信費 91 1.4   
（7）学費（教育費・研修・教材費・保育料） 1148 18.1   
（8）奨学金の返済 276 4.3   
（9）税・社会保険料 1269 20.0   
合　計 6348 100.0   
あなたは2018春闘で、月額いくらの賃上げを要求しますか
（1）５千円未満 126 2.0  195 2.8 
（2）５千円 390 6.3  586 8.5 
（3）１万円 1645 26.8  2005 29.2 
（4）２万円 1023 16.6  1072 15.6 
（5）３万円 1404 22.8  1407 20.5 
（6）４万円 130 2.1  107 1.6 
（7）５万円 983 16.0  1005 14.6 
（8）６～７万円 149 2.4  161 2.3 
（9）８～９万円 43 0.7  49 0.7 
（10）10万円以上 254 4.1  284 4.1 
合　計 6147 100.0  6871 100.0 
平均要求額         28,910  27,590
あなたは普段の仕事でどの程度身体が疲れますか
（1）とても疲れる 3112 49.0  3747 51.6 
（2）やや疲れる 2891 45.5  3149 43.4 
（3）あまり疲れない 235 3.7  248 3.4 
（4）まったく疲れない 31 0.5  18 0.2 
（5）どちらとも言えない 74 1.2  86 1.2 
無回答 5 0.1  8 0.1 
合　計 6348 100.0  7256 100.0 
慢性疲労状態（1+2）   94.6  　 95.0 
あなたの時間外労働は1ヶ月に
何時間程度ありますか（始業前も含む）
（1）ほとんどない 707 11.1  917  12.6 
（2）10時間未満 2156 34.0  2731  37.6 
（3)10時間～20時間未満 1646 25.9  1847  25.5 
（4)20時間～30時間未満 769 12.1  717  9.9 
（5)30時間～40時間未満 422 6.6  408  5.6 
（6)40時間～50時間未満 254 4.0  217 3.0 
（7）50時間～80時間未満 166 2.6  174 2.4 
（8）80時間以上 53 0.8  53 0.7 
（9）わからない 160 2.5  167 2.3 
無回答 15 0.2  25 0.3 
合　計 6348 100.0  7256 100.0 
36協定基準超～過労死水準（7+8） 3.4   3.1 
直近の１カ月間で、賃金不払いの時間外労働は
どの程度ありましたか
（1）ない 1799 28.3  2524 34.8 
（2）５時間未満 1445 22.8  1557 21.5 
（3）５時間～10時間未満 1125 17.7  1178 16.2 
（4）10時間～15時間未満 591 9.3  498 6.9 
（5）15時間～20時間未満 294 4.6  295 4.1 
（6）20時間～25時間未満 198 3.1  161 2.2 
（7）25時間～30時間未満 105 1.7  87 1.2 
（8）30時間以上 180 2.8  150 2.1 
（9）わからない 583 9.2  753 10.4 
無回答 28 0.4  53 0.7 
合　計 6348 100.0  7256 100.0 
不払い労働時間（回答者平均）   9.48   8.82 

　
２
０
１
８
春
闘
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。、
全
厚
労
春
闘
方
針
で
は
、
６

つ
の
柱
（
賃
金
・
働
き
方
・
諸
要
求･

厚
生
連
医
療･

平
和
と
民
主
主
義･

組

織
強
化
）
を
軸
に
春
闘
を
闘
い
ま
す
。
今
回
は
「
働
く
み
ん
な
の
要
求
ア
ン

ケ
ー
ト
（
中
間
集
計
の
８
県
分
）」
の
結
果
か
ら
見
ら
れ
る
実
態
と
要
求
の

特
徴
と
、
賃
金
底
上
げ
に
重
要
な
最
賃
運
動
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

18
春
闘「
働
き
方
」を
抜
本
的
に
改
善
し
よ
う
!!

18
春
闘「
働
き
方
」を
抜
本
的
に
改
善
し
よ
う
!!

西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
春
闘
討
論
集
会

西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
春
闘
討
論
集
会

医
療
現
場
、ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と
の
類
似
点

み
ん
な
で
ま
と
ま
り
変
え
て
い
こ
う

み
ん
な
で
ま
と
ま
り
変
え
て
い
こ
う

み
ん
な
で
ま
と
ま
り
変
え
て
い
こ
う

Ｋ‘

ｓ
秋
田
に
向
け
準
備
す
す
め
る

仲
間
づ
く
り
に
来
て
け
れ

仲
間
づ
く
り
に
来
て
け
れ

仲
間
づ
く
り
に
来
て
け
れ
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柔
軟
に

元
気
で
い
て
ね

　

頑
固
者
で
大
の

病
院
ギ
ラ
イ
の
父
。

手
術
を
勧
め
ら
れ

た
と
き
に
は
鼻
に

も
か
け
ず
拒
否
。

説
得
し
つ
つ
も
父

の
筋
金
入
り
っ
ぷ

り
は
知
っ
て
い
た

の
で
、
無
理
だ
ろ

う
な
と
思
っ
た
。

し
か
し
２
年
越
し

に
手
術
を
決
心
。

術
後
入
院
先
へ
お
見
舞
い
に

行
く
と
、
ど
う
や
ら
職
員
と

も
よ
く
話
す
よ
う
で
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
見
え
た
。
人
っ

て
変
わ
る
ん
だ
な
〜
！（

Ｋ
Ｔ
）

教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

締め切り：2018年3月末日　消印有効
あて先：〒110－0013　東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係

　静岡県厚生連で執行委員長をしている鈴
木です。今回は、同じ職場で活躍している
若者、森下けんごさんを紹介したいと思い
ます。
　森下さんは、静岡県西部に位置する遠州
病院で放射線科に勤務しています。現在２
年目ということでまだまだフレッシュ？で
やる気まんまんです。労組に関しては職場
内の労組連絡係として活躍してくれていま
す。仕事もレントゲンの写真撮影なのです
が、趣味でも写真が好きなようで、きっと
いつかすばらしい芸術作品を見せてくれると思います。今後に期待
の森下さんの紹介でした。

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第128回は福島と静岡にお願い
しました。

頑張る仲間

　福厚労の中央執行委員の穂積美香子さ
んを紹介します。
　穂積さんは白河厚生総合病院の検査科
に勤務する臨床検査技師です。厚生連に
入職して8年、現在の担当部署は細菌室で、
顕微鏡を覗く毎日です。今回初めて中央
の役員を担って頂くことになりました。
趣味はバレーボールで、経験を生かして
小学生チームのコーチを務める程の腕前
です。会議では体育会系の性格を発揮し
たはきはきとした発言で、福厚労の方針

や活動を、分会に正確に繋いでくれる頼もしい存在となっています。
今後のますますの活躍が楽しみです。

静岡　森下けんごさん

福島　穂積　美香子さん

　

小
雪
が
ち
ら
つ
い
て
い
ま
す
。
通

勤
用
の
車
も
タ
イ
ヤ
交
換
は
し
ま
し

た
が…

。
交
通
安
全
に
気
を
つ
け
て

怪
我
の
な
い
様
に
勤
務
し
た
い
も
の

で
す
。　
　

                    

（
新
潟
）

――
ニ
ュ
ー
ス
で
み
ま
し
た
が
、
今

年
の
新
潟
の
雪
ス
ゴ
か
っ
た
で

す
ね
。
雪
が
あ
ま
り
降
ら
な
い

県
か
ら
し
た
ら
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。

安
全
に
気
を
つ
け
て
運
転
し
て

く
だ
さ
い
ね
。           （
Ｔ
Ｍ
）

　

佐
々
木
司
先
生
の
記
念
講
演
報
告

よ
り「
や
る
看
護
と
や
ら
な
い
看
護

を
分
け
な
く
て
は
い
け
な
い
」と
い

う
発
言
を
う
か
が
い
、看
護
を「
業

務
」に
置
き
換
え
る
と
、ど
の
職
種
も

共
通
す
る
と
思
い
ま
し
た
。こ
う
い

っ
た
仕
事
の
コ
ツ
、も
っ
と
知
り
た
い

で
す
。 

 
 

（
福
島
）

――
仕
事
を
う
ま
く
こ
な
す〝
コ
ツ
〞

は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。
先

輩
や
同
僚
か
ら
学
び
、
自
分
流

に
ア
レ
ン
ジ
し
て
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。                 （
Ｙ
Ｓ
）

　

11
月
号
２
面
の
「
や
る
看
護
と
や

ら
な
い
看
護
を
分
け
な
く
て
は
い
け

な
い
」
の
一
文
に
衝
撃
を
受
け
た
。

自
分
に
そ
れ
は
出
来
て
い
る
の
か
、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
。           

（
富
山
）

―
―
や
る
看
護
、
や
ら
な
い
看
護
、

看
護
労
働
、
本
来
の
看
護
は
自

分
を
尽
く
す
無
償
の
行
為
!!
こ

の
４
つ
の
ワ
ー
ド
の
真
意
に
混

乱
し
て
い
る
の
は
僕
だ
け
で
し

ょ
う
か
？
医
療
従
事
者
は
、
こ

の
テ
ー
マ
に
悩
み
続
け
る
で
し

ょ
う
ね
…
？            （
S
Z
）

　

地
域
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ
と
、

地
域
住
民
の
た
め
に
誠
実
で
あ
る
事

が
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
よ
り

良
い
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
よ
う
、
今
後
も
し
っ
か
り
業

務
に
取
り
組
み
た
い
で
す
。 （
茨
城
）

――
日
々
の
業
務
が
忙
し
く
な
る
ば

か
り
で
追
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す
ね
!!
私

も
立
ち
止
ま
っ
て
見
つ
め
直
し

た
い
と
思
い
ま
す
。    （
Ｓ
Ｎ
）

スマホからすべて投稿できます★

大募集

　意見・要望覧にご記入下さい。アドバイスや、励ましの言葉、
仕事に対する姿勢や、社会人としての自覚等々、たくさんの投
稿をお待ちしております。
　質問フォームに、必要事項を記入して送信して下さい。氏名・
住所・希望景品（図書カード又はクオカード）は必
須事項です。投稿数に応じてポイントが貯まります。

「入職おめでとう！
   先輩からのメッセージ！」

当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
10
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。11
月
号
の
答
え
は
「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」で
、

当
選
倍
率
は
３
・
２
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
）
で
し
た
。

聞かせて・教えて！のコーナー聞かせて・教えて！のコーナー
☆11月号で募集した「聞かせて・教えて」結果発表☆
質問１　11月号で一番興味があった面は？
　１面「第31回幹部・看護師集会、10･19銀座アピール・秋闘学
習会」が8票で最多、４面が４票で２番目に多い回答となりました。
質問２　○ミニクイズ○　日本の祝日は何日？ 
　正解は「Ｄ＝16日」です（振替休日は除く）。最近では2016年
に8月11日が「山の日」として新しく制定されましたね。
最近の身近なニュースは？
　「フリスク振ったら、めっちゃ出すぎた。」とのニュースを岐
阜より頂きました。

質問１　２月号で一番興味があった面は？
Ａ＝１面　Ｂ＝２面　Ｃ＝３面　Ｄ＝４面

質問２　４月といえば？
Ａ＝エイプリルフール　Ｂ＝お花見
Ｃ＝入学式　Ｄ＝ゴールデンウィーク

さて、今回の「聞かせて・教えて！」は
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